
強度行動障害の理解④
障害特性の理解

基礎・講義２・映像２

10:45～11:45（60）



この時間で学びたいこと

• かかわる側の特性理解の不足による「環境面が整っていない状

況」が強度行動障害のリスクを高める主な要因となることを忘

れてはなりません。

• しかしながら、知的障害の程度が中度～最重度の群、自閉スペ

クトラム症/自閉症スペクトラム障害（以下、自閉症と記す）

の特徴が強い群が強度行動障害の様相を呈しやすいという現状

があります。したがって、（知的障害を合併する）自閉症の

方々の特性を理解しておくことが重要になります。

• この時間では、（知的障害を合併する）自閉症の方々の特性に

ついて整理し、後半は日本自閉症協会が作成した「自閉症の子

どもたち」（ＤＶＤ）を視聴します。



それぞれの地域で実施するときに

• 経験年数が短い受講者の場合、講義スタイルだけでは理解が深まりき
れないことも想定されます。後半に映像視聴の場を設けることを考え
てみましょう。

• 講義の中でも、可能な限り「あるあるエピソード」的な話を加えてい
けたらいいと思います。

• 自閉症の人を正しく理解するための参考となるＤＶＤはいくつか販売
されていますので、それらを活用するのもいいかと思います。たとえ
ば…。

朝日新聞厚生文化事業団
「自閉症の人が見ている世界～自閉症の人を正しく理解する～」

http://www.asahi-welfare.or.jp/purchase/detail/jiheisho_miteiru.html

社団法人日本自閉症協会
「自閉症の子どもたち～バリアフリーを目指して」

http://www.autism.jp/knowledge/media/dvd.html

指導者の方へ

http://www.asahi-welfare.or.jp/purchase/detail/jiheisho_miteiru.html
http://www.autism.jp/knowledge/media/dvd.html


この時間の流れ

• 前半は、自閉症の特性について整理します。

• 後半は、ＤＶＤを視聴し、講義内容の理解を深めます。

講義 映像視聴
３０分 ３０分



なぜ自閉症の特性を学ぶのか①

自閉症の特性を学ぶことの重要性をいくつかの調査結
果が示唆しているので、それを示します。

調査結果①
• 自閉症児親の会全国協議会（現：一般社団法人日本自閉
症協会）が行った最初の大規模調査において、15歳以上
の自閉症児者249人のうち、

決まった所に一人で外出することができない20％

新しい場所に適応することができない15％

常に「異常行動」がある12％

という回答結果がある。

※淀野寿夫（1982） 自閉症児者療育の縦断的研究．昭和57年度厚生省心身障害研究班報

告書（班長 佐々木正美）「自閉症の本態、原因と治療法に関する研究」．163-182．



なぜ自閉症の特性を学ぶのか②

調査結果②

• 行動障害児（者）研究会が1989年に行った全国の児童相
談所ならびに更生相談所を対象とした調査では、強度行動
障害のうち自閉症と診断されていたのは、それぞれ25％、
18％であった。

※自閉症を中心とした心身障害児に対して行動障害児（者）研究会（1990） 強度行動障

害児（者）の行動改善および処遇のあり方に関する研究（Ⅱ）．財団法人キリン記念財団．

調査結果③ ※行動障害児（者）研究会の調査（1989）による



アセスメントとしての特性理解

• アセスメントには、フォーマルなもの（やり方
が決まっている、いわゆる検査と呼ばれるも
の）と、インフォーマルなもの（日常の観察や
聞き取りなどをしながら、自分たちで作成した
チェックリストをつけたりシートに記入したり
するもの）があります。

• この講義では、自閉症の特性を整理するととも
に、インフォーマルなアセスメントとしての特
性確認シートを紹介します。



参考：フォーマルなアセスメントの例

• 本人のことを知る上で、フォーマルなアセスメントは当然の
ことながら有益な情報になります。ここでは、その名前を目
にすることがあるかもしれないいくつかの検査についてあげ
ておきます（もちろん、これ以外にもたくさんの検査があり
ます）。

• 認知や発達の状況を知る
WAIS-Ⅲ WISC-Ⅳ ビネー式知能検査
K-ABC2 新版K式発達検査 PEP-3 TTAP 等

• 生活や適応の状況を知る
Vineland-Ⅱ適応行動尺度 S-M社会生活能力検査
ASA旭出式社会適応スキル検査 等

• その他の情報を知る
感覚プロファイル 等



自閉症の特性を整理する

診断に関する主要な特性

●社会性の特性

●コミュニケーションの特性

●想像力の特性

●感覚の特性

講義 映像視聴

３０分 ３０分

このテキストでは、自閉症の特性を次のように整理しています。

その他の重要な特性

●認知・記憶の特性

●注意・集中の特性

●運動・姿勢の特性



自閉症について

• ＤＳＭ－５では、自閉スペクトラム症もしくは自
閉症スペクトラム障害と呼びます。いろいろなタ
イプがいて、境目のない連続体として広がってい
るという考え方です。

• 社会性やコミュニケーションの困難、想像力（目
の前にないことをイメージすること）の困難が診
断基準となり、感覚の特異性も診断の際に考慮さ
れます。

• これらの診断に関する主要な特性以外にも、配慮
すべき重要な特性があり、ここでは、７つの視点
から特性を整理してみます（配慮すべきことを中
心に整理します）。



参考：DSMと ICDについて
DSMについて

• アメリカ精神医学会(American Psychiatric Association)が作って
いる、心の病気に関する診断基準です。Diagnostic and 
Statistical Manual of Mental Disordersの頭文字をとった略
称です。世界的に広く用いられており、2014年5月に、
DSM-5が日本精神神経学会より公表され、日本の医療現場の
診断においても多く用いられています。

ICDについて

• 疾病及び関連保健問題の国際統計分類です。WHO（世界保健
機関）が作成する、死因・疾病に関する統計と分類です。日
本では、行政上の統計や分類に活用されることが多くなって
います。現在、ICD-11が発表されていますが、日本語訳はま
だ出されていないため、日本ではICD-10が現時点では最新版
となります。



参考：知的障害について

軽度 IQ 50-69

成人期においてその精神年齢は概ね9歳から12歳相当。

中度 IQ35-49

成人期においてその精神年齢は概ね6歳から9歳相当。

重度 IQ20-34

成人期においてその精神年齢は概ね3歳から6歳相当。

最重度 IQ 20未満

成人期においてその精神年齢は概ね3歳未満。

※軽度、中度、重度、最重度の区分はICD-10による
https://www.mhlw.go.jp/toukei/sippei/dl/naiyou05.pdf



参考：精神障害について

• 統合失調症、精神作用物質による急性中毒又は
その依存症、知的障害、精神病質その他の精神
疾患を有する者（精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第五条）

• 精神障害があるため、継続的に日常生活又は社
会生活に相当な制限を受ける者（障害者基本法第二条）

• 幻聴、妄想、体感幻覚、感情の平板化、意欲低
下、ひきこもりなどの具体症状が現れる。



なぜ、特性を整理するのか①

• 特性は、「強み」と「弱み」と言い換えること
もできるでしょう。「強み」は支援に生かすも
のであり、「弱み」は支援者が歩み寄るところ
と言えます。それゆえ、特性の把握においては、
「強み」と「弱み」の両面を整理しておくこと
が重要です。

• 自閉症の方々は少数派です。特にその学習スタ
イルは、多数派とは大きく異なります。どのよ
うな学習スタイルを持っているのかは、特性を
把握し整理することで見えてきます。



なぜ、特性を整理するのか②

• 自閉症の人たちの学習スタイルに合わせた支援
を展開することで、自閉症の人たちは適切に学
ぶことができ、強度行動障害という状況に陥る
ことなく、よりよい生活を送ることができます。
ですから、私たちは、自閉症の人たちの特性を
常に学び、支援の基盤に置く必要があるのです。

• 配慮点を押さえ、「強み」を整理することがポ
イントになります。



視点① 社会性の特性

• 対人関係をもつことや維持することの困難性
関心の乏しさ 関心の激しさ 一方通行

• 集団の中でのふるまいに関する困難性
人ごみの苦手さや集団の中での立ち位置

集団の意思の把握

• 年齢相応の常識をとらえることの困難
空気 危険 善悪・・・

教えられなくても自然に身に付く社会の了解事項

☆自分がすべきことが明確であれば、
集団への適応が増す



視点② コミュニケーションの特性

• 発信と理解のアンバランスさ

• 場面や状況によるアンバランスさ

• 非言語コミュニケーションの苦手さ
（表情や視線など）

• 話の全体ニュアンスを理解することの苦手さ

• 言外の意味を把握することの苦手さ

☆話し言葉だけではない、たとえば
目に見えるツールを活用することで、

伝達度が増す



視点③ 想像力の特性

• 想像力とは「目の前に存在しないものを取り扱うこと」

• 漠然とした見通し、予定変更、新規場面の苦手さ

• 結果として、決めごとや興味・関心の偏り

（けれど、それがとても好きなことにもなる）

• 段取りを適切に組む、優先順位をつける苦手さ

• なんとなく、だいたいの苦手さ

☆目の前に存在する視覚情報があると
わかりやすさが増す

☆自分が興味・関心のある対象への
思いが強みになることも多い



視点④ 感覚の特性

「過敏性と鈍麻・時には過敏、時には鈍磨」

• 聴覚刺激に対する反応

• 視覚刺激に対する反応

• 触覚刺激（皮膚、温度など）に対する反応

• 臭覚刺激に対する反応

• 味覚刺激に対する反応

• その他の刺激に対する反応

前庭覚刺激（揺れなど）に対する反応など

☆感覚に関する反応が、心身の状況や
調子のバロメーターとなることも多い



視点⑤ 認知・記憶の特性

• 複数の情報を同時に処理することの苦手さ

• その人独自の理解のしかた

• 学習に関する不均衡（文字・数・マッチング等）

• 長期記憶やワーキングメモリー（今やっていること
の記憶）などの強さと弱さのアンバランスさ

• フラッシュバック（消えない記憶）

• ものごとの関係性をとらえたり、時系列などを整理
したりすることの苦手さ

☆ひとつずつの情報や課題を処理することは得意

☆視覚的な情報処理に強みを持っていたり、
視覚的に際立った記憶力を有していたり

することがある



視点⑥ 注意・集中の特性

• 他者と感じ方を共有したり共感したりするこ
との苦手さ

• 注意を持続することの偏り

• 注意を向ける範囲の偏り

→狭く深い

→注意を別な方向にむけることの困難

• 視野自体の狭さ、見る方向性の独特さ

☆人とは異なる着眼点を持っている

☆見るべきところや終わりが
明確に示されたら注意を向けやすくなる



視点⑦ 運動・姿勢の特性

• 手指機能の不器用さを示す人も

• 身体の使い方のアンバランスさがある人も

• 姿勢の維持が難しい人も

• 発汗がうまくいかず体温調整が難しい人も

☆工芸等の制作活動に長けている人もいる

☆水泳やスキー、ランニングなど、同じ方向に
進む運動種目に強みを発揮する人もいる



具体的な行動から特性を整理する

• それぞれの特性が重なり合って行動として現れ
ることが多いので、具体的行動からその背景に
ある要因として考えられることを整理していく
ほうがわかりやすいのではないかと思います。

• そのための特性確認シートを紹介します。





課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

強度行動障害は
特性と環境のミス
マッチから生じる

強度行動障害

本人の障害特性に
合わせたサポート
を考える

氷山モデル

かんしゃく、奇声、他害、自傷、パニック
不適切な行動、つよいこだわり・・・など

水面下の要因に着目する
コミュニ
ケーション社会性

想像力 感覚

認知・記憶 注意・集中 運動・姿勢



学びと肯定的理解の重要性

• 「理解に始まって理解に終わる」のが支援なの
で、わかったつもりにならないことが大切です。

• 基礎基本の学びをおろそかにせず、基礎基本に
いつも立ち返ることはとても重要です。

• 苦手なことには配慮し、得意なことは生かすの
が支援の基本ですから、繰り返しになりますが、
得意なことを把握することは大切です（苦手と
思われていることも「ここまではできる」とい
う見方もできるし、視点を変えれば強みになる
こともあるはずです）。



ＤＶＤを視聴します

• 後半３０分は、日本自閉症協会が作成した「自閉症の子
どもたち」（ＤＶＤ）を視聴し、講義内容の理解を深め
ます。

講義 映像視聴

３０分 ３０分


